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2013_02_21 座談会御書の参考














【参考資料】

信心について

『たしかに、信心は“何かを学んでから行動を起こそう”というようなものではありません。確信の大小や教学知識の有無は関係なく、信心の年数さえ大きな差ではなく、随力弘通――自分の今の力のまま友人に仏法や信心のことを語るのが、最も尊いことです。（正木理事長談：2013_02_07紙上座談会）』

謗法厳戒の本質

『日蓮大聖人は、法華経の元意は、「一切衆生が皆、成仏できる道」を説かれたところにあると教えられています。いかなる人も必ず成仏できるとは、すべての人が仏性という尊極の生命を具え、無限の可能性を有しているということです。今現在、どんなに苦悩の底にあろうが、その苦境を破って、必ず幸福になる力が、自分自身の生命にあるということです。迷いや疑いの暗雲を払い、この根本の真実を素直に信じることです。そうすれば「成仏をとぐ」ことは間違いない。反対に、この一点を疑い、誹謗するならば、「無間大城に堕つ」と仰せなのです。自他共の人間の尊厳性を信じきれるか否か。すべては、この本質から出発しているのです。（勝利の経典「御書」に学ぶ｜2013年２月度大百蓮華33頁より抜粋）』　　　　　　　　　　　以上です。
法華経の元意は


「一切衆生が皆、成仏できる道」を説いたことにある





いかなる人も必ず成仏できる





これは信じがたい





善知識とは


信心を励ましてくれる師匠・同志・広布の組織のこと。善友とも言う。





善知識と共に


信じがたい仏法の実践には必ず障魔が競う。


「強い支え」となる善知識は不可欠。何があっても師匠と共に・同志と共に。





▼理由は▼


すべての人が仏性を具えているから








素直に


信じれば





疑い誹謗


すれば





間違いなく「成仏をとぐ」





「無間大城に堕つ」道へ











善智識を求めれば





善知識を


求めないと








